
166 　2026年2月号

　本連載では市販のマイコン・ボードを使用し，最新
の開発環境を使ったC言語とリアルタイムOSによる
プログラミングを解説していきます．リアルタイム
OSに は 国 際 標 準 規 格IEEE 2050-2018準 拠 のμT- 
Kernel 3.0を使用します．

今回やること

● マルチコアのマイコンを使ってみる
PCやスマートフォンのプロセッサではマルチコア

CPU（以降，マルチコア）は今や当たり前となりまし
た．マルチコアの主な目的は，コンピュータの処理能
力を向上させることです．マイコンの主流は今もシン
グル・コアですが，ハイエンドのマイコンにはマルチ
コアが採用され，手軽に使えるようになってきました．
　そこで今回はマルチコアのマイコンを使ってみま
す．

● マルチコアの2つの制御方式…今回はAMPで
使う
マルチコアの制御方式はSMP（Symmetric Multi-

Processing：対称型マルチプロセッシング）とAMP
（Asymmetric Multi-Processing：非対称型マルチプロ
セッシング）の2つに大きく分けられます．PCでは
SMPが用いられますが，マイコンで使用されるのは
主にAMPです．
　SMPはOSの機能によりアプリケーション・プログ

ラムを複数のCPUコアで動的に割り当て実行するの
に対し，AMPはそれぞれのCPUコアで独立のプログ
ラムを実行するので，OSのサポートがなくても実現
できます．
　今回はAMPの方式に基づき，各CPUコアでμT- 
Kernel 3.0を実行させます．

● μT-Kernel 3.0のプロジェクトを自分で作成
する	

　今回のもう1つのテーマは，μT-Kernel 3.0のプロ
ジェクトの作成方法です．
　これまで本連載では，トロンプロジェクトから公開さ
れているμT-Kernel 3.0 BSP2（Board Support package 
v2，以降BSP2）のサンプル・プロジェクトを使って，
さまざまな市販のマイコン・ボードでμT-Kernel 3.0
を動かしてきました．
　しかし，マイコン・ボードは非常に多くの種類があ
り，サンプル・プロジェクトが用意されているのはそ
のごく一部です．また，マルチコア用のサンプル・プ
ロジェクトは提供されていません．

自分でμT-Kernel 3.0のプロジェクトが作成できれ
ば，より多くのマイコン・ボードや，マルチコアなど
の形態に対応できます．マイコンの種類が同じであれ
ば，BSP2が対応していないマイコン・ボードも使用
できます．
　そこで今回は，μT-Kernel 3.0のプロジェクトを自
分で作成してマルチコアに対応します．

今回使用するマイコン・ボード�
…FRDM-MCXN947

　今回使用するFRDM-MCXN947（NXPセミコンダク
ターズ）を写真1に示します．マイコンは，Arm
Cortex-M33を2コア搭載したMCXN947VDFです．
　BSP2は既にFRDM-MCXN947に対応しています
が， シ ン グ ル・ コ ア の み の 対 応 で す．FRDM-
MCXN947をシングル・コアで使うのであれば，トロ
ンフォーラムのGitHubリポジトリ（1）からサンプル・
プロジェクトmtk3bsp2_mcxn947.zipをダウン
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本連載のサポート・ページを公開中です． 
https://interface.cqpub.co.jp/clangrtos/
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写 真1　 マルチコア・ マイコンを搭 載するマイコン・ ボー ド
FRDM-MCXN947（NXPセミコンダクターズ）
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